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令和 5 年 4 月 12 日 

 

4 月 16 日（日）広島大学 75＋75 周年記念事業 シンポジウムのご案内 
 

広島大学 75＋75 周年記念事業 シンポジウム 

「核兵器の廃絶に向けて ― 放射線災害への備え ―」 

 

情報提供  

 広島大学は、2024 年に創立 75 周年を迎えます。1874 年に最も古い前身校であ

る白島学校が設立され、それから 1949 年に新制広島大学が誕生するまでが 75 年、

2024 年はちょうど 150 周年にあたります。 

 原爆の惨禍から立ち上がり、復興と再生のシンボルとして開学した広島大学は「平

和を希求する精神」を第一に掲げる理念のもと、わが国有数の総合研究大学として地

域と手を携えながら発展を遂げてきました。75+75 年の節目にあたり、これまでの

歩みを振り返り、地域の皆さまからいただいたご協力に深く感謝する記念事業を展開

することとしました。 

 また、このたび、Ｇ７サミットが広島で開催されることとなりました。 

この広島大学 75+75 周年と G7 広島サミット開催のタイミングを得て、放射線によ

る災害医療の原点となる原爆被爆地・広島より、「核兵器の廃絶に向けて ― 放射線

災害への備え ―」の提言をさせていただきたいと思います。多数のご参加をお待ち

しております。 

記 

 

【開催日時】令和 5 年 4 月 16 日(日) 10:30～12:00 

【開催方法】ハイブリッド方式 
(オンライン参加：Zoom、会場参加（180 名まで）：広島大学凌雲棟 3 階 （霞キャンパス） 

【申し込み】事前申し込み（forms.gle/JQK2U1ZvYKcARcaM9）。参加費無料。 

【プログラム】※講演者のみ。詳細は、別添のポスターをご覧ください。 

●広島大学原爆放射線医科学研究所 教授 吉永 信治 氏 

   「広島大学原医研の被爆者データベースとその調査研究」 

  ●広島大学原爆放射線医科学研究所 教授  田代 聡 氏 

   「核の脅威に備える医療開発」   

  ●核戦争防止国際医師会議（IPPNW）日本支部国際副評議員/ 

IPPNW 広島県支部理事/広島県医師会常任理事 大田 敏之 氏 

    「IPPNW 日本支部の来し方行く末」 

  ●広島大学名誉教授/IPPNW 日本支部理事/IPPNW 広島県支部理事 

    鎌田 七男 氏 

    「広島大学と IPPNW 日本支部初動」 

 
主 催：広島大学原爆放射線医科学研究所（広島大学創立 75＋75 周年記念事業委員会） 

共 催：核戦争防止国際医師会議(IPPNW)広島県支部 
 
【お問い合わせ先】 

霞地区運営支援部総務グループ（原医研主担当） 

電話 082-257-5802 

E-mail kasumi-soumu＠office.hiroshima-u.ac.jp  

発信枚数：Ａ４版 3 枚（本票含む） 

広島大学広報室 

〒739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 

TEL：082-424-4383 FAX：082-424-6040 

E-mail: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 



 

（別紙） 

【ＦＡＸ返信用紙】 

FAX：０８２－４２４－６０４０ 

広島大学広報室 行 

 

4 月 16 日（日）広島大学 75＋75 周年記念事業 シンポジウムのご案内 

広島大学 75＋75 周年記念事業 シンポジウム 

「核兵器の廃絶に向けて ― 放射線災害への備え ―」 

 

日時：20２3 年 4 月 16 日（日）10:30～12:00 

場所：広島大学凌雲棟（広島大学霞キャンパス） 

 

□ ご出席        □ ご欠席 

 

 貴 社 名                       

 部 署 名                       

 ご 芳 名                （計  名） 

電 話 番 号                       

 

 誠に恐れ入りますが、上記にご記入頂き、4 月 14 日（金）17：００まで 

にご連絡願います。 

 




